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法学研究63巻3号（’90：3）

特
別
記
事

黄
自
進
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

黄
自
進
君
提
出
の
学
位
請
求
論
文
『
犬
養
毅
と
中
国
』

の
通
り
で
あ
る
。

序
章

　
一
、
中
国
国
民
革
命
と
日
本

　
二
．
中
国
情
勢
を
め
ぐ
る
犬
養
の
対
応

　
三
．
犬
養
の
対
中
工
作
に
お
け
る
基
本
原
則

　
四
、
日
中
関
係
に
お
け
る
犬
養
の
役
割

第
一
章
　
犬
養
毅
と
北
清
事
変

　
一
、
序
論

　
二
．
北
清
事
変
以
前
の
犬
養
と
中
国

　
三
、
北
清
事
変
勃
発
時
の
犬
養
と
中
国

　
四
、
北
清
事
変
以
後
の
犬
養
と
中
国

　
五
、
結
論

第
二
章
　
犬
養
毅
と
辛
亥
革
命

　
一
、
序
論

の
構
成
は
、
次

　
二
、
辛
亥
革
命
以
前
の
中
国
改
革
運
動
と
の
関
わ
り

　
三
、
辛
亥
革
命
前
期
に
お
け
る
活
動

　
四
、
辛
亥
革
命
後
期
に
お
け
る
活
動

　
五
、
結
論

第
三
章
犬
養
毅
の
革
命
党
へ
の
対
応
の
変
化
に
関
す
る
考
察

　
一
、
序
論

　
二
、
第
二
次
革
命
以
前
の
犬
養
と
中
国

　
三
、
第
二
次
革
命
期
の
犬
養
と
中
国

　
四
、
第
二
次
革
命
以
後
の
犬
養
と
中
国

　
五
、
結
論

第
四
章
　
犬
養
毅
の
中
国
大
陸
権
益
論

　
　
　
　
－
明
治
・
大
正
期
ー

　
一
、
序
論

　
二
、
第
二
次
革
命
以
前
に
お
け
る
中
国
権
益
論

　
三
、
対
華
二
十
一
力
条
に
対
す
る
中
国
権
益
論

　
四
、
バ
リ
講
和
会
議
前
後
に
お
け
る
中
国
権
益
堅
持
論

　
五
、
中
国
権
益
放
棄
論
へ
の
転
換

　
六
、
結
論

第
五
章
　
犬
養
毅
と
中
国
国
民
革
命
運
動

　
　
　
　
ー
孫
文
と
の
交
流
を
中
心
に
i

　
一
、
序
論

　
二
、
辛
亥
革
命
以
前
の
犬
養
と
孫
文

　
三
．
辛
亥
革
命
期
の
犬
養
と
孫
文
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四
、
辛
亥
革
命
以
後
の
犬
養
と
孫
文

　
五
、
結
論

第
六
章
犬
養
毅
と
中
国
国
民
政
府

　
一
、
序
論

　
二
、
犬
養
の
国
民
政
府
に
対
す
る
評
価
の
変
化

　
三
、
政
友
会
総
裁
就
任
以
後
の
犬
養
と
国
民
政
府

　
四
、
総
理
大
臣
就
任
以
後
の
犬
養
と
国
民
政
府

　
五
、
結
論

附
章
　
吉
野
作
造
の
五
四
運
動
観

　
　
　
　
　
ー
犬
養
毅
と
の
対
比
を
中
心
に
ー

　
一
、
序
論

　
二
、
吉
野
作
造
の
初
期
中
国
観

　
　
（
一
）
　
中
国
滞
在
に
よ
る
体
験

　
　
（
二
）
　
中
国
政
策
論
の
転
換

　
三
、
吉
野
作
造
の
五
四
運
動
観

　
　
（
一
）
　
五
四
運
動
の
背
景
と
原
因

　
　
（
二
）
　
日
本
が
採
る
べ
ぎ
姿
勢
及
び
中
国
へ
の
展
望

　
四
、
五
四
運
動
以
後
の
吉
野
作
造
の
中
国
観

　
　
（
一
）
　
段
旗
瑞
の
失
脚
と
新
文
化
運
動

　
　
（
二
）
　
山
東
出
兵
及
び
満
州
問
題

　
五
、
結
論

近
代
日
本
政
治
史
上
、
中
国
と
深
い
関
わ
り
を
有
し
た
政
治
家
の
代
表

と
し
て
犬
養
毅
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
論
文
は
、
こ
の
犬
養
の
中

国
と
の
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
近
代
日
本
に
お
け
る
目
中
関
係

の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
犬
養
と
中
国
と
の

関
わ
り
は
、
明
治
三
十
（
一
八
九
七
）
年
の
孫
文
来
日
に
は
じ
ま
り
、
各

時
期
ご
と
に
濃
淡
の
差
は
あ
る
に
せ
よ
、
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
の

五
・
一
五
事
件
に
よ
り
犬
養
が
暗
殺
さ
れ
る
ま
で
三
十
余
年
に
わ
た
り
続

い
た
。
黄
君
は
、
か
か
る
全
期
間
を
考
察
の
対
象
と
す
る
と
い
う
大
業
を

な
し
遂
げ
て
い
る
。
以
下
、
各
章
ご
と
の
内
容
を
概
観
し
論
評
を
加
え
る
。

　
第
一
章
は
、
明
治
三
十
年
の
孫
文
来
日
か
ら
辛
亥
革
命
以
前
に
至
る
期

間
ま
で
の
犬
養
の
中
国
改
革
運
動
に
対
す
る
援
助
の
実
態
を
、
北
清
事
変

を
中
心
に
、
事
変
前
、
事
変
下
、
事
変
後
の
三
期
に
わ
け
考
察
す
る
。
そ

の
結
果
、
ま
ず
、
犬
養
の
革
命
党
、
立
憲
派
の
各
々
に
対
す
る
交
流
と
援

助
が
上
記
三
期
間
を
通
じ
て
一
貫
し
て
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
犬
養
の
援
助
は
、
日
本
亡
命
中
の
孫
文
、

康
有
為
両
派
活
動
家
の
生
活
費
の
支
援
を
始
め
、
革
命
党
の
秘
密
軍
事
学

校
設
立
や
同
盟
会
結
成
、
立
憲
派
が
国
会
開
設
運
動
を
企
画
し
て
設
立
し

た
政
聞
社
に
対
す
る
援
助
等
、
多
岐
に
亘
っ
て
い
た
。
以
上
の
よ
う
に
犬

養
の
革
命
党
、
立
憲
派
支
援
の
姿
勢
は
一
貫
し
て
堅
持
さ
れ
て
い
た
も
の

の
、
彼
が
か
か
る
援
助
を
行
な
う
に
至
る
動
機
や
目
的
は
、
両
派
各
々
の

理
想
と
必
ず
し
も
合
致
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
北
清
事
変
以
前
に
お
け
る
犬
養
の
援
助
は
、
清
朝
政

府
牽
制
の
目
的
を
も
っ
て
お
こ
な
わ
れ
、
同
事
変
に
よ
り
清
朝
政
府
が
弱
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体
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
以
降
は
、
中
国
に
欧
米
列
強
に
対
抗
し
う
る

安
定
し
た
親
日
政
権
を
樹
立
す
る
こ
と
を
第
一
義
に
置
き
つ
つ
行
な
わ
れ

た
。
と
り
わ
け
、
北
清
事
変
以
降
に
お
け
る
犬
養
の
援
助
の
目
的
に
関
す

る
か
か
る
指
摘
は
新
鮮
で
あ
る
．

　
第
二
章
は
、
辛
亥
革
命
期
を
考
察
の
対
象
と
し
、
こ
の
革
命
が
共
和
政

治
を
唱
え
た
革
命
党
に
よ
り
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

当
該
期
の
犬
養
が
、
康
有
為
の
「
虚
君
共
和
論
」
を
基
に
．
革
命
党
と
立

憲
派
が
提
携
す
べ
き
こ
と
を
、
孫
・
康
に
勧
め
た
理
由
を
分
析
し
て
い
る
。

従
来
の
研
究
は
、
犬
養
が
か
か
る
提
携
工
作
を
行
な
う
に
至
る
理
由
に
つ

い
て
、
犬
養
に
と
り
中
国
の
理
想
の
政
体
は
立
憲
君
主
制
で
あ
っ
た
た
め

と
か
、
日
本
流
の
立
憲
君
主
政
治
を
基
に
し
た
公
武
合
体
を
考
え
て
い
た

た
め
等
と
し
て
き
た
。
黄
君
は
、
こ
れ
ら
の
説
が
裏
づ
け
や
説
得
力
に
欠

け
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
前
章
の
論
証
を
踏
ま
え
た
新
た
な
解
釈
を
提

示
す
る
。
つ
ま
り
、
両
派
提
携
を
画
し
た
犬
養
の
行
動
は
、
両
派
が
各
々

掲
げ
る
理
想
や
方
針
を
尊
重
す
る
こ
と
よ
り
も
中
国
に
安
定
し
た
親
日
政

権
を
樹
立
す
る
こ
と
を
第
一
義
に
置
き
中
国
革
命
運
動
を
支
援
す
る
犬
養

の
従
前
よ
り
の
基
本
姿
勢
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
具
体
的

に
は
、
必
ず
し
も
磐
石
と
は
い
え
ぬ
革
命
党
を
立
憲
派
と
提
携
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
反
日
の
哀
世
凱
と
対
抗
可
能
な
勢
力
を
中
国
に
構
築
す
る
こ
と

に
直
接
の
目
的
が
あ
っ
た
と
す
る
。
黄
君
は
、
こ
の
こ
と
を
次
の
よ
う
な

事
実
か
ら
裏
づ
け
る
。
す
な
わ
ち
、
衰
は
、
革
命
党
の
唱
え
る
共
和
政
治

を
容
認
す
る
代
償
と
し
て
革
命
党
か
ら
政
権
譲
渡
を
は
か
ろ
う
と
し
た
が
、

犬
養
は
そ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
。
と
り
わ
け
、
従
来
の
研
究
に
お
い

て
は
看
過
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
犬
養
の
二
回
目
の
中
国
渡
航
に
着
目
し
．

か
か
る
渡
航
目
的
が
衰
の
臨
時
大
総
統
就
任
を
阻
止
し
南
北
妥
協
を
打
破

す
る
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

　
第
三
章
は
、
犬
養
と
孫
文
を
中
心
と
す
る
革
命
党
と
の
関
係
が
第
二
次

革
命
を
契
機
と
し
て
疎
遠
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
か
か
る
両
者
の
交
流
が
疎
遠
に
な
っ
た
時
期
に

つ
い
て
．
辛
亥
革
命
直
後
と
す
る
説
と
、
第
三
次
革
命
を
契
機
と
す
る
と

い
う
説
が
あ
っ
た
。
本
章
は
、
こ
れ
ら
両
説
の
い
ず
れ
に
も
修
正
を
迫
る

も
の
で
あ
る
。
ま
ず
黄
君
は
、
犬
養
の
次
の
よ
う
な
南
方
支
援
の
活
動
を

指
摘
す
る
こ
と
に
よ
り
前
者
の
説
を
正
確
で
な
い
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、

犬
養
は
、
国
民
党
代
理
理
事
宋
教
仁
暗
殺
に
伴
い
中
国
の
南
北
関
係
が
緊

張
す
る
中
、
日
本
の
外
務
省
を
中
心
に
構
想
さ
れ
た
援
衰
政
策
を
非
難
し
、

こ
れ
を
牽
制
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
犬
養
の
南
方
支
持
の
姿
勢
は
、

少
な
く
と
も
第
二
次
革
命
勃
発
時
ま
で
続
い
て
い
た
と
す
る
。
次
に
後
者

の
説
に
関
し
て
は
、
第
二
次
革
命
以
降
、
犬
養
の
従
前
よ
り
の
積
極
的
な

南
方
支
持
の
姿
勢
に
微
妙
な
変
化
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
次
の
よ
う
な
諸
事

実
よ
り
裏
づ
け
て
い
る
。
た
と
え
ぽ
、
第
二
次
革
命
の
失
敗
に
伴
う
孫
文

の
日
本
亡
命
は
、
犬
養
の
助
力
に
よ
り
実
現
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二

年
半
余
り
に
亘
る
孫
文
滞
日
中
、
両
者
の
交
流
は
極
端
に
少
な
か
っ
た
。

黄
君
は
、
孫
文
の
行
動
を
日
夜
監
視
し
た
記
録
に
よ
り
こ
の
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
を
契
機
と
し
て
反
衰
運

動
を
企
図
し
た
孫
文
は
、
犬
養
に
資
金
協
力
を
要
請
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
犬
養
が
こ
れ
に
積
極
的
な
対
応
を
示
し
た
事
実
は
見
い
出
せ
ず
、
さ
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ら
に
は
黄
興
召
還
運
動
を
め
ぐ
る
犬
養
の
革
命
党
へ
の
協
力
も
消
極
的
で

あ
っ
た
。
犬
養
は
第
三
次
革
命
勃
発
に
際
し
従
来
の
革
命
党
支
持
一
辺
倒

の
姿
勢
を
放
棄
す
る
意
味
の
主
張
を
公
け
に
す
る
が
、
上
記
の
諸
事
実
よ

り
、
こ
う
し
た
犬
養
の
姿
勢
の
変
化
は
第
二
次
革
命
直
後
よ
り
す
で
に
生

じ
て
い
た
と
見
倣
す
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。

　
第
四
章
は
、
明
治
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
の
犬
養
の
中
国
権
益
論
に

焦
点
を
絞
り
考
察
し
、
彼
の
主
張
が
二
度
に
わ
た
り
大
き
く
変
化
し
た
こ

と
及
び
変
化
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
ず
、
犬
養
の
中
国
権
益

を
め
ぐ
る
主
張
の
最
初
の
変
化
は
、
第
二
次
革
命
を
契
機
に
生
じ
た
と
す

る
。
つ
ま
り
、
第
二
次
革
命
以
前
の
犬
養
は
、
日
露
戦
争
後
の
旅
順
獲
得

に
消
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
辛
亥
革
命
期
の
対
中
借
款
を
め
ぐ
る
権
益

拡
大
論
へ
の
反
対
、
さ
ら
に
は
第
二
次
革
命
期
の
満
蒙
出
兵
反
対
論
に
み

る
ご
と
く
、
目
本
の
中
国
に
お
け
る
権
益
拡
張
に
興
味
を
示
し
て
い
な
か

っ
た
．
し
か
し
、
第
二
次
革
命
以
後
の
犬
養
は
、
日
本
の
中
国
に
お
け
る

権
益
拡
大
を
第
一
義
に
考
え
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
た
と
え
ば
、

犬
養
が
日
本
の
第
一
次
世
界
大
戦
参
戦
に
際
し
て
目
本
に
よ
る
膠
州
湾
掌

握
は
当
然
と
の
主
旨
の
発
言
を
し
、
さ
ら
に
、
対
華
二
十
一
ケ
条
要
求
を

め
ぐ
り
日
本
が
列
国
よ
り
優
越
的
な
地
盤
を
築
く
の
は
妥
当
で
あ
る
と
し

た
こ
と
等
に
示
さ
れ
た
．
ま
た
、
犬
養
は
、
列
国
と
対
立
し
講
和
条
約
調

印
を
拒
否
し
て
も
日
本
の
山
東
権
益
を
堅
持
す
べ
き
で
あ
る
と
の
主
張
さ

え
展
開
し
て
い
た
．
黄
君
は
、
こ
う
し
た
犬
養
の
主
張
の
変
化
の
理
由
に

関
し
次
の
よ
う
に
分
析
す
る
。
つ
ま
り
、
犬
養
は
、
第
二
次
革
命
を
通
じ

革
命
党
の
勢
力
が
予
想
外
に
弱
体
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
同
党

を
通
し
て
中
国
に
親
日
政
権
を
樹
立
す
る
と
い
う
理
想
を
放
棄
し
、
む
し

ろ
日
本
が
直
接
中
国
に
お
い
て
列
国
に
優
越
し
た
基
盤
を
構
築
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る
．
中
国
権
益
を
め
ぐ
る
犬
養
の
主

張
の
さ
ら
な
る
変
化
は
、
パ
リ
講
和
会
議
を
契
機
に
生
じ
た
。
黄
君
は
、

こ
の
時
期
の
犬
養
が
山
東
に
お
け
る
日
本
の
軍
事
及
び
政
治
的
特
権
に
固

執
せ
ず
、
さ
ら
に
は
満
蒙
権
益
開
放
論
を
唱
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
、

パ
リ
講
和
会
議
に
お
け
る
日
本
政
府
の
交
渉
内
容
や
結
果
に
対
す
る
彼
の

見
解
か
ら
指
摘
す
る
．
興
味
深
い
分
析
で
あ
る
が
、
今
後
、
広
範
な
る
資

料
に
よ
り
立
論
を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
．

　
第
五
章
は
、
こ
れ
ま
で
の
論
考
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
犬
養
と
孫
文
と
の

交
流
の
実
態
に
つ
い
て
、
両
者
の
出
会
い
か
ら
孫
文
死
去
に
至
る
全
期
問

を
考
察
の
対
象
と
し
検
討
を
加
え
て
い
る
．
辛
亥
革
命
以
前
に
お
け
る
両

者
の
蜜
月
関
係
に
つ
い
て
は
多
く
の
先
行
研
究
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
爾
後
、
両
者
の
関
係
が
疎
遠
に
な
っ
た
事
実
に
つ
い

て
の
本
格
的
な
検
証
は
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
．
第
二
次
革
命
以
降
第
三

次
革
命
に
至
る
過
程
に
お
い
て
、
犬
養
の
孫
文
を
中
心
と
す
る
革
命
党
へ

の
支
援
が
消
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
第
三
章
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
い

た
が
、
本
章
に
お
い
て
は
、
こ
れ
以
降
も
両
者
の
距
離
が
埋
ま
ら
な
か
っ

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
．
つ
ま
り
、
犬
養
は
、
衰
死
去
後
の
南
北
対

立
状
況
下
、
中
立
傍
観
の
姿
勢
を
堅
持
し
孫
文
を
中
心
と
す
る
南
方
派
に

傾
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
ぽ
、
張
勲
の
清
朝
復
辟
強
行
を
め
ぐ
る

紛
争
に
際
し
、
孫
文
の
南
方
派
は
目
本
の
支
援
を
期
待
し
た
が
、
犬
養
は

第
三
国
の
内
政
に
干
渉
す
べ
き
で
は
な
い
と
し
彼
が
孫
文
の
希
望
に
応
え
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る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
犬
養
は
寺
内
内
閣
の
援
段
政
策
に
反
対
の

姿
勢
を
示
し
た
が
、
孫
文
の
段
政
権
打
倒
政
策
に
同
調
す
る
こ
と
は
な
く
、

さ
ら
に
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
六
月
、
日
本
政
府
の
援
助
を
求
め
犬
養

に
そ
の
周
旋
役
を
期
待
し
つ
つ
来
日
し
た
孫
文
に
犬
養
が
会
っ
た
形
跡
も

な
い
。
以
後
、
孫
文
が
ソ
連
へ
の
傾
斜
を
深
め
る
に
従
い
、
両
者
の
溝
が

さ
ら
に
広
が
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
本
章
が
、

両
者
の
関
係
が
疎
遠
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す
と
い
う
困
難
な
証
明
に
挑
戦

し
、
既
存
研
究
の
欠
落
部
分
を
補
っ
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
た
い
。
ま
た
、

両
者
が
疎
遠
に
な
る
原
因
は
、
各
々
抱
く
目
的
や
理
想
の
相
違
と
し
て
す

で
に
蜜
月
期
に
内
包
さ
れ
て
い
た
と
の
分
析
も
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。

　
第
六
章
は
、
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
の
孫
文
死
去
及
び
国
民
政
府

樹
立
か
ら
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
の
五
・
一
五
事
件
に
よ
る
犬
養
暗
殺

ま
で
の
期
間
に
お
け
る
犬
養
と
国
民
政
府
と
の
交
流
の
実
態
を
考
察
し
て

い
る
。
孫
文
死
去
以
降
に
お
け
る
犬
養
と
中
国
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

満
州
事
変
を
め
ぐ
る
犬
養
の
対
応
等
を
論
じ
た
先
行
研
究
が
存
す
る
も
の

の
．
上
記
期
間
全
般
に
わ
た
り
か
か
る
両
者
の
交
流
の
実
態
を
系
統
的
に

論
じ
た
も
の
は
、
本
論
考
が
噛
矢
で
あ
ろ
う
。
前
章
に
お
い
て
も
若
干
触

れ
ら
れ
て
い
た
ご
と
く
、
大
正
期
後
半
の
犬
養
は
、
孫
文
が
連
ソ
容
共
に

傾
い
て
い
た
た
め
彼
を
中
心
と
す
る
国
民
革
命
運
動
へ
の
期
待
を
す
で
に

喪
失
し
て
い
た
。
加
う
る
に
、
犬
養
自
ら
事
実
上
政
界
を
引
退
し
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
彼
が
国
民
政
府
樹
立
や
同
政
府
に
よ
る
北
伐
政
策
を
め
ぐ

り
積
極
的
に
発
言
し
た
形
跡
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
中
国
情
勢
を

め
ぐ
る
発
言
に
消
極
的
で
あ
っ
た
犬
養
の
姿
勢
も
、
南
京
で
行
な
わ
れ
た

孫
文
の
移
霊
祭
参
加
を
契
機
に
変
化
し
、
同
政
府
に
対
し
好
意
的
評
価
を

下
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
注
目
す
る
。
本
章
に
お
い
て
は
、
犬
養
の
か

か
る
変
化
を
、
彼
が
国
民
政
府
の
関
税
自
主
権
要
求
に
賛
同
す
る
姿
勢
を

示
し
て
い
た
こ
と
等
か
ら
裏
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、
政
友
会
総
裁
あ
る
い

は
首
相
と
し
て
犬
養
が
満
州
事
変
や
満
州
国
建
国
等
の
中
国
問
題
を
め
ぐ

り
公
け
に
し
た
硬
論
と
彼
が
私
的
な
場
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
た
言

動
と
の
間
に
は
差
異
が
存
し
た
こ
と
を
具
体
的
に
検
証
し
て
い
る
こ
と
は

評
価
で
き
よ
う
．
さ
ら
に
、
犬
養
が
満
州
問
題
解
決
の
た
め
中
国
に
送
っ

た
密
使
・
萱
野
長
知
に
対
し
国
民
政
府
が
無
条
件
で
交
渉
に
応
じ
る
姿
勢

を
示
し
た
の
は
、
同
政
府
の
従
前
よ
り
の
犬
養
へ
の
信
頼
が
存
し
て
い
た

た
め
と
分
析
し
つ
つ
、
そ
れ
だ
け
に
犬
養
の
暗
殺
は
日
本
の
中
国
へ
の
貴

重
か
つ
希
少
な
窓
口
が
閉
ざ
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
た
と
す
る
。

　
最
後
に
設
け
ら
れ
て
い
る
附
章
に
つ
い
て
も
若
干
言
及
し
て
お
く
。
本

章
は
、
大
正
か
ら
昭
和
の
初
頭
に
か
け
中
国
問
題
に
関
し
卓
越
し
た
評
論

を
積
極
的
に
展
開
し
た
吉
野
作
造
に
焦
点
を
当
て
、
彼
の
中
国
観
の
変
遷

を
犬
養
の
そ
れ
と
比
較
し
つ
つ
考
察
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
吉
野
の
中

国
観
が
五
・
四
運
動
を
境
に
根
底
よ
り
変
化
し
た
が
、
変
化
の
理
由
を
掘

り
下
げ
て
指
摘
し
て
い
る
点
は
新
鮮
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
明
治
末
の
滞
中

経
験
等
か
ら
中
国
の
将
来
に
必
ず
し
も
期
待
を
寄
せ
て
い
な
か
っ
た
吉
野

は
、
五
・
四
運
動
以
後
、
そ
の
将
来
性
を
肯
定
す
る
よ
う
に
な
り
日
中
関

係
を
平
等
な
立
場
で
論
じ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
五
・
四
運
動
が
結
果

と
し
て
吉
野
の
中
国
観
に
か
か
る
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、

こ
の
運
動
の
目
標
が
単
な
る
排
外
主
義
に
留
ま
る
こ
と
な
く
中
国
国
内
に
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お
け
る
専
制
的
官
僚
主
義
の
排
斥
や
政
治
的
民
主
化
要
求
を
含
み
、
吉
野

が
こ
の
こ
と
を
的
確
に
認
識
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
と
す
る
．
し
た
が
っ

て
、
吉
野
と
異
な
り
犬
養
の
中
国
観
は
、
五
・
四
運
動
の
前
後
に
お
い
て

変
化
を
み
せ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
、
犬
養
が
か
か
る
運
動
の
本
質
と
意

味
を
正
確
に
把
握
し
え
な
か
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
結
論
す
る
．

　
以
上
が
各
章
の
概
要
及
び
論
評
で
あ
る
が
、
最
後
に
全
体
を
通
じ
、
黄

君
の
研
究
の
秀
れ
た
点
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。

　
第
一
は
、
論
述
を
支
え
る
資
料
が
多
方
面
に
亘
り
か
つ
豊
富
で
あ
る
。

ま
ず
、
日
本
へ
留
学
し
て
日
な
お
浅
い
黄
君
が
、
多
く
の
政
治
家
や
関
係

人
物
の
書
簡
、
伝
記
、
回
想
録
等
を
読
み
こ
み
、
さ
ら
に
は
当
時
の
新
聞
、

雑
誌
か
ら
既
存
の
研
究
に
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
犬
養
の
言
動
を
多
数
発

掘
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
の
未
公
刊

の
外
務
省
記
録
ま
で
丹
念
に
調
査
し
積
極
か
つ
的
確
に
引
用
し
て
い
る
こ

と
は
高
く
評
価
さ
れ
て
よ
い
。
加
え
て
、
邦
訳
さ
れ
て
い
な
い
中
国
政
治

家
の
伝
記
や
回
想
録
さ
ら
に
は
新
聞
等
、
多
数
の
中
国
側
の
資
料
を
も
用

い
て
い
る
こ
と
は
、
既
存
の
犬
養
研
究
に
は
見
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
第
二
は
、
犬
養
が
交
流
を
持
っ
た
人
物
や
団
体
の
中
国
国
内
に
お
け
る

位
置
づ
け
、
さ
ら
に
は
彼
等
が
掲
げ
る
理
想
や
目
的
を
正
確
に
把
握
し
た

上
で
考
察
を
加
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
従
来
の
日
本
研
究
者
に
よ
る
犬

養
研
究
は
、
中
国
国
内
の
政
治
情
勢
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
転
し
複
雑
な
た

め
か
、
と
か
く
か
か
る
把
握
を
曖
昧
に
し
た
ま
ま
論
述
を
進
め
る
傾
向
が

あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
犬
養
が
中
国
の
い
か
な
る
人
物
や
団
体
と
交
流

を
有
し
た
か
ま
で
は
指
摘
し
え
て
も
、
そ
れ
が
中
国
の
内
政
と
の
関
連
に

お
い
て
い
か
な
る
意
味
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
論
及
に
ま
で
至

ら
な
い
も
の
が
多
か
っ
た
．
黄
君
の
研
究
は
、
こ
う
し
た
既
存
の
犬
養
研

究
の
限
界
を
越
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
第
三
は
、
犬
養
が
中
国
と
の
関
わ
り
を
有
し
た
全
期
間
を
考
察
の
対
象

と
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
犬
養
の
対
中
姿
勢
の
根
底
に
一
貫
し
て
存

在
し
た
国
益
の
追
求
と
い
う
点
を
解
明
し
て
い
る
こ
と
は
新
見
解
で
あ
り
、

こ
の
方
面
の
研
究
に
刺
激
を
あ
た
え
る
も
の
と
し
て
高
く
評
価
す
る
。
既

存
の
研
究
は
、
辛
亥
革
命
に
対
す
る
援
助
そ
の
他
、
脚
光
を
浴
び
た
事
例

だ
け
を
考
察
の
対
象
と
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
た
め
、
そ
れ
以
外
の
期
間
に

お
け
る
犬
養
と
中
国
と
の
関
係
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
．
黄
君

は
、
こ
う
し
た
既
存
研
究
の
欠
落
部
分
を
積
極
的
に
補
う
こ
と
に
よ
り
犬

養
と
中
国
と
の
関
係
を
体
系
的
に
把
握
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

　
右
の
如
く
、
黄
君
の
論
文
は
、
近
代
日
本
政
治
史
研
究
及
び
近
代
日
中

関
係
史
研
究
に
大
な
る
便
益
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
同
君
が
留
学

請
益
の
期
間
を
通
じ
て
、
文
字
通
り
「
刻
苦
勉
励
」
せ
る
結
果
と
い
う
べ

き
も
の
で
あ
る
．
伽
っ
て
、
こ
こ
に
審
査
員
一
同
は
、
以
上
を
総
合
し
て

黄
自
進
君
が
、
法
学
博
士
（
慶
鷹
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
に

適
格
で
あ
る
と
認
定
す
る
。

　
　
平
成
元
年
九
月
二
十
日

　
　
主
査
　
慶
懸
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
　
法
学
博
士
　
　
中
村
　
勝
範

　
　
副
査
　
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
　
法
学
博
士
　
　
利
光
三
津
夫

　
　
副
査
　
慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
　
法
学
博
士
　
　
山
田
　
辰
雄
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